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武蔵村山市立第十小学校（ つばめ学級 ） 

目指す授業 

〇ひとりひとりが安心して取り組むことができる 

〇ひとりひとりが自分の課題と向き合うことができる 

〇ひとりひとりが自分の成長に気付くことができる 

教科 ① 児童・生徒の実態・課題 ② 授業改善の取組 ③ 取組結果 

国
語 

 気持ちのコントロールができているときは

授業に参加することができる。ひらがなや漢

字など書字のある学習でも意欲的に取り組む

ことができる。文章読解や文章構成が苦手で

ある。また、音読も苦手で行を飛ばしたり、読

み誤ったりすることもある。苦手な活動への

取り組み方が課題である。 

 授業前に気持ちを落ち着かせてから取り組

む。書字の多い活動では、時間を区切りなが

ら集中できる時間を伸ばしていく。文章問題

では、物語や絵本など「文を読むことは楽し

いこと」だと感じることで文章問題に意欲的

に取り組めるようにする。また、苦手だと感

じる活動には担任と相談しながら少しずつ取

り組めるようにしていく。 

児童の状態を常に把握し、穏やかな雰囲気

の中で学習を進めた。情緒面の課題を抱える

児童は急に意欲をなくしたり、感情が高ぶっ

たりということがあったが、そのことで授業

が止まったり、他児が影響を受けたりするこ

とはなかった。また気持ちを切り替えて学習

に向き合い直すまでの時間も短くなり、一人

一人の成長を感じた。 

国語では、図書室での読書と読み聞かせの

時間を中心に、物語文に触れる機会を多くも

ち、文章に対する苦手意識を減らそうと試み

たが、じっくり読むことにはまだ課題がある。 

算数では、タブレットでのドリル学習には

比較的長い時間意欲的に取り組めていたが、

じっくり考えたり、間違えた課題に再度取り

組んだり、といったことが難しい。 

教科を超えて、じっくり取り組む根気強さ

と表現力を育てていきたい。 

算
数
・
数
学 

 気持ちのコントロールができているときは

授業に参加することができる。計算問題には

意欲的に取り組むことができる。計算ミスを

指摘すると気持ちをコントロールできなくな

ったり、意欲がなくなったりすることがある。

また文章問題や単位の問題が全体的に苦手で

ある。間違えの指摘をされたときの気持ちの

コントロール、文章問題、単位の問題への取

り組み方が課題である。 

 授業前に気持ちを落ち着かせてから取り組

む。ドリルや計算プリントを行うときは、15

分以上は集中がもたないので、実施時間に配

慮する。計算ミスの指摘の仕方や正解へのア

プローチの仕方を考え、実行する。算数の授

業でＩＣＴ機器やホワイトボードを使うと意

欲的に取り組めることが多いため、苦手な学

習などの際に積極的にＩＣＴ機器やホワイト

ボードを活用していく。 

 

 


